
1

経産省のパブコメ軽視の実態、

原子力規制庁の出向受け入れ状況について
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今回明らかになったこと

1. パブリックコメント中に当該パブリックコメントで意見を求めている審

議会資料に基づく法改正のための法令協議を進めていた

2. 原子力規制庁が被規制者やその関連企業、下請け企業から多数の出向

者を受け入れ。中には審査部門にも入っている
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３つの資料、計１３８ページの
パブリックコメント



5

5

「政府の信用力
を活用した融資
制度」とは、一
般的には債務保
証が考えられる

詳細条件は
別途検討



6電気事業法改正案
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条件は別途検討す
ることになってい
るが、法改正案で
は政府が予算の範
囲内で原発などの
建設費を補助する、
すなわち返済不要
という制度になっ
ている。
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パブリックコメントで示された融資スキーム
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6回WG（11月11日）で示された融資スキーム

WGでは、外部調達を前提に一部国が財政支援することになっていた。イメージでも市場
等で調達することになっていた。だがパブリックコメントでは、国が財政融資すること
になっており、法律案では「全部又は一部に相当する金額を補助」となっている。
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提言5 新しい規制組織の要件

規制組織は、今回の事故を契機に、国民の健康と安全を最優先とし、常に安全の向上に
向けて自ら変革を続けていく組織になるよう抜本的な転換を図る。新たな規制組織は以
下の要件を満たすものとする。

1) 高い独立性：①政府内の推進組織からの独立性、②事業者からの独立性、③政治か
らの独立性を実現し、監督機能を強化するための指揮命令系統、責任権限及びその業務
プロセスを確立する。

東京電力福島原子力発電所事故調査委員会 報告書
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2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022 2023 2024

人
原子力規制庁民間出向者

原子力規制庁民間出向者合計

原子力事業者子会社

原子力事業者

2022年
原子力規制委員会の委員長が
更田豊志氏から山中伸介氏に
交代、原発の寿命延長などが
決定
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2016～2021まで、原子力事業者は規制庁出向なし
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① 長官 ② 次長 ③ 原子力規制技監 （技術総括審議官） ④ 緊急事態対策監 ⑤ 核物質・放射線
総括審議官

2012/9 池田克彦（警察庁） 森本英香（環境省） － － 安井正也（経産省） －

2014/3 平野雅司（原子力安
全基盤機構）

2014/7 清水康弘（環境省）

2014/10 片山啓（経産省）

2015/7 清水康弘（環境省） 荻野徹（警察庁） 安井正也（経産省） 大村哲臣（経産省）

2017/1 安井正也（経産省） 櫻田道夫（経産省）

2017/4 櫻田道夫（経産省） －

2017/7 山形浩史（経産省）

2019/7 荻野徹（警察庁） 片山啓（経産省） 山田知穂（経産省）

2021/7 金子修一（経産省） 佐藤暁（経産省）

2022/7 片山啓（経産省） 金子修一（経産省） 市村知也（経産省） 古金谷敏之（経産
省）

2024/7 児嶋洋平(警察庁)

2025/7 金子修一（経産省） 児嶋洋平(警察庁) 森下 泰（経産省） 古金谷敏之（経産
省）

注：2014年7月に部長ポストを核物質・放射線総括審議官に格上げ
2017年4月に総括審議官級の技術総括審議官ポストを局長級の原子力規制技監に格上げ。
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明らかになった配属状況

研究開発結果を規制に反映する部門

直接事業者を規制する部門
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1. 直接、出向元を担当するこ
とはないかもしれないが、
同一部門に所属。どこまで
情報隔壁が構築されている
のか

2. 下請け企業の場合、多くの
原子力事業者から下請けし
ている。

3. 被規制者との面談をおおむ
ね公開し、透明性をうたう
規制庁が、被規制者の出向
を受けている。

4. 出向元企業が出向者をだす
ことの背景
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